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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、電離放射線およびアルキル化剤への曝露によって形成されたDNA一本鎖切断の効率的な修復に関与しています。このタンパク質は、DNAリガーゼIII、ポリメラーゼβ、およびポリ（ADP-リボース）ポリメラーゼと相互作用し、塩基除去修復経路に関与します。生殖細胞における減数分裂および組換えにおけるDNA処理に関与している可能性があります。この遺伝子のまれなマイクロサテライト多型は、放射線感受性の異なる患者における癌と関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、Jurkat（2）、k562（3）、SK-OV-3（4）、およびCOS-7（5）細胞溶解物に対するXRCC1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	XRCC1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による Jurkat マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色を伴う Jurkat マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による Jurkat マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

